
 

 

 

 

出題意図 

問一・二：中国古典語を正確に読解し、現代日本語で適切に表現する能力をはかる。 

 

問三：必須の知識と技術を持っているか確認する。 

 



 

 

 

問一：解答 

(A)温庭筠 (B)蘇軾 (C)周邦彦 

問二：出題意図  

関連分野の日本語テキストを正確に読解し、簡潔にまとめることができるかをはかる。 

 



 

 

 

 



 

出題意図 

・日本近代文学分野のテキストを読解し，正しく論点を把握する能力をはかる。また、日本近代

文学研究に必須の知識を持っているかを確認する。 

 



 

 

 

 



 

出題意図 

・日本近代文学分野のテキストを読解し，正しく論点を把握する能力をはかる。また、日本近代

文学研究に必須の知識を持っているかを確認する。 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

出題意図 

・関連分野のテキストを読解し，正しく論点を把握する能力をはかる． 

・自身の研究計画を具体的に持ち，その研究テーマの意義を適切に説明することができるかどうかを

確認する． 

 

 

 



 

 

 

 

 

問一【出題意図】 

 示された文章を読み、筆者ナボコフが「よい読者」というきわめて平易な言葉をどのようなニュアンスを

もってつかっているのか、この文章はどのような時代批判なのか、大きな文脈を読み取る力と、それを文

章に即して説明する力を問う。 

 全体主義的な教条や、政治的圧力に従い、作品を受け入れることで社会に同調することが求められる

時代にあっても、テクストそのものの芸術性、作者の個性を読み取ることができる読者。ナボコフは 20 世

紀前半のソ連（ロシア）における言論の統制と文学における文化政策の強まりを念頭においている。 

 



問二【解答例】 

① ロシアにおいて権力によって輿論というものが完全に圧殺されている現在、「よき読者」は、もしかし

たらどこかに、トムスク（シベリアの都市）だかアトムスク（架空の都市）だかに存在していないとは言

い切れないが、彼の声は聞こえない、彼には文学という糧が与えられず干乾しにされており、海外

の同志たちから孤立させられている。 

② 「よき読者」がある本を好きになるのは、その本が（進歩主義批評家の好むグロテスクな決まり文句を

借りれば）「社会とのつながり」を与えてくれるからではなく、むしろ、 

彼がテクストのあらゆる細部を吸収し味わうことができ、作者が読者に与えるものに衝撃を受けて感

嘆し、作者が、魔法使いが、魔術師が、芸術家が創造した素晴らしい形象に酔いしれる場合である。 

 

問三【出題意図】 

 ・必須の知識を持っているかを確認する． 

 ・自身の研究計画を具体的に持ち，その研究テーマの意義を適切に説明することができるかどうかを

確認する． 

・研究計画が妥当であるかを確認する． 

 ・テーマは創造的であるかを確認する． 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

出題意図 

関連分野のテキストを読解し，正しく論点を把握する能力をはかる． 

自身の研究計画を具体的に持ち，その研究テーマの意義を適切に説明することができるかど

うかを確認する． 

 



 

 

 

 

出題意図 

研究テーマに関する十分な知識を備えた上で、関連する作品を正確に読解しつつそれに対する

自身の考えを論理的に述べることができるかを確認する。 




